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論 文 の 内 容 の 要 旨
　ワレカラ亜目は他の甲殻類には見られない、特異な形態的特徴を示す。通常、甲殻類の体は頭部・胸部・












　ワレカラ類の 1種であるトゲワレカラ Caprella scauraのミトコンドリアゲノム全長配列を決定し、系統推
定のために有用と考えられる特徴を探索した。トゲワレカラのミトコンドリアゲノムは全長が 15,079 bpで、
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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は、これまで分子生物学的な解析がほとんど行われてこなかった甲殻類ワレカラに新たな研究の局
面を切り開いていくものであった。まず、分子系統学的な解析から、ワレカラ類の系棟関係を明らかにし、
その解析の中から、ムカシワレカラやヨコエビワレカラに見られる特徴が、一度失われた形質が再獲得され
たものである可能性を示唆する結果を得た。さらに、個体発生過程の詳細な解析も行い、Dll遺伝子の発現
の消失がワレカラ類を特徴付ける形態進化をもたらしたことを明らかにした。以上の研究成果は、動物多様
性進化の研究に新しい方向性を示すものと高く評価された。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
